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らも排気ガスを出しています。だから、私たちが環境破壊をしているともいえるのです。そんな酸性雨を止めるにはど

うしたらいいでしょうか。

　まずは、「排気ガス」を減らすのが大切だと思います。一説だと温暖化と関りがあるそうです。ですから少しでもＣＯ2２

を減らせるように３Ｒや買物する時はマイバックを持っていったりしたいです。私たちが、協力すれば酸性雨がいつか

降らないときもやってくると思います。

■今、地球のことを大切にしないと大変なことになるのがわかりました。

　私たちはたくさんの人によびかけて、エネルギーのむだ使いをやめて、ちょっと不便でも地球のためなら小さいこと

からこつこつとやって地球温暖化を防いでいきたいです。

　そこで、私たちがこころがけていることがあります。

　一つ目は水や電気などのエネルギーを大切にすることです。水を使うときは出しっぱなしにしないことや電気もつ

けるときは節電をしています。

　二つ目は、ものをなるべく長く使うようにしています。使わなくなった物はリサイクルしたり、フリーマーケットに参加

したりしています。捨ててしまうものは他のものに作り変えたりします。これは、私が作ったエコバックです。もとは私

のスカートでした。

　三つ目は、二酸化炭素を減らすことです。出かけるときは、バスや自転車や歩きで行くようにしています。まだまだ、

できることはたくさんあります。みなさんも自分からできることをさがして、小さいことからこつこつやって地球温暖化

を防ぎましょう！！

　これから、上青木南小児童会で取り組んでいるエコ活動について紹介します。

○上青木南小では、おととしから給食の牛乳パックと学校で出される古紙の回収、そして､その年の２学期からは、家

で飲んでいる紙パックや新聞紙を持ってきてもらい､それも合わせて資源回収に取り組んできています。みんなの協

力で､交換してもらうトイレットペーパーの数も少しずつ増えて、１年間に学校で使うトイレットペーパーのうち、４分の

１ぐらい交換したものでまかなえるようになりました。

　また､三井君の呼びかけで始まった、「アルミ缶・プルトップを回収して車椅子に！」の活動も、みんなの協力や４年

生のリサイクルキャンペーンの取り組みでたくさんのアルミ缶やプルトップを集めることができました。この１学期には

１台購入できる分が集まり、今２台目購入をめざしてがんばっています。

○今年も、学校の生活の中で、私たち一人一人ができる環境をよくする工夫について話し合い、２学期には、昨年に

引き続き「ココロ・エコ月間」として、次のことに取り組んでいます。

　まず､一つめは、「学校生活でのエコを見直そう！」の取り組みです。

　　㈰ものを大切にしよう

　　㈪ごみを分別しよう

　　㈫節水･節電を心がけよう

　　㈬給食を残さず食べよう

　　㈭リサイクル活動をがんばろう

　この５つを代表委員会や児童会新聞で全校によびかけ取り組んでいます。

今年の合言葉は、「あなたが気づけばエコがかわる」私たち一人一人が自分から行動できることをめざしてがんばっ

ています。

　２つめは、「ペットボトルのふたを集めて、ワクチンに！」の取り組みを始めたことです。

私の母が働いている病院で集めているのを知り、児童計画委員会で話し合い、全校のみんな・家庭に呼びかけて開

始しました。どの家でも出るものなので、１週間ほどで、大きな袋いっぱいになるほど、どんどん集まっています。

○最後に、１９年度の３学期に取り組んだ「アフガニスタンの子供たちにランドセルと学用品を贈ろう」の活動について

お話します。

　国際ＮＧＯジョイセフが取り組んでいる「思い出のランドセル募金」を知った６年の丹下君が、冬休み計画案を作っ

てきたものを、児童会計画委員会で話し合い、取り組むことになりました。
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